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二
月
二
十
七
日
（
木
）
鉾
田
市
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
鉾
田
総
合

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
高
齢
者
の
健
康
保
持
・

増
進
、
相
互
交
流
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
一
一
九
名
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
を
立
て
る
だ
け
な
の
で
、
ど
こ
で

も
プ
レ
イ
で
き
、
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、

１
ラ
ウ
ン
ド
８
ホ
ー
ル
と
手
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
た
め
、
高
齢
者
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
人
口
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
天
候
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
小
雨
が
降
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
選
手
の
方
々
は
真
剣

な
眼
差
し
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

三
十
三
名
の
選
手
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
し
、
各
ホ
ー
ル
か
ら
歓
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
３
ラ
ウ
ン
ド
計
24
ホ
ー
ル
を
プ
レ
イ

し
、
優
勝
ス
コ
ア
は
53
打
で
し
た
。
閉

会
式
で
は
入
賞
し
た
選
手
を
表
彰
し
盛

大
に
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
楽

し
く
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ね
ら
え
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
! !

ね
ら
え
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
! !

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
児
の
作
品

鉾田市社協
ホームページのお知らせ

社協では、福祉に関する活動を市民の皆さまにより理解していただくためホーム
ページを開設しています。ぜひ、閲覧してください。
URL http://www.hokotashakyo.or.jp （「鉾田市社会福祉協議会」で検索できます。）

季
節
の

た
よ
り

最
終
回

野
鳥
の
話

野
鳥
の
話

セ
イ
タ
カ
シ
ギ 

… 

【
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
科
】

　
漢
字
で
は
、「
丈
高
鷸
」
と
書
く
。

文
字
通
り
「
背
丈
の
高
い
シ
ギ
」
で

あ
る
。
写
真
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

脚
が
異
様
に
長
い
。
こ
の
長
い
脚
は
、

浅
瀬
な
ど
で
餌
を
捕
る
と
き
に
有
利

に
は
た
ら
く
。
ち
な
み
に
、
こ
の
長

く
て
細
い
脚
と
竹
馬
に
乗
っ
て
い
る

よ
う
な
歩
き
方
か
ら
、
本
種
の
英
名

は
、Stilt

（
竹
馬
）
で
あ
る
。
ま
た
、

学
名
（
ラ
テ
ン
語
表
記
の
世
界
共
通

名
称
）
も
、ギ
リ
シ
ャ
語
由
来
の
「
細

く
て
革
ひ
も
の
よ
う
な
脚
」
か
ら
命

名
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
異
様
に

長
い
脚
が
関
係
し
て
い
る
。

　
当
地
方
で
は
、
旅
鳥
と
し
て
北
浦

湖
畔
な
ど
の
水
辺
を
通
過
す
る
が
、

数
は
少
な
い
。

ハ
イ
イ
ロ
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ 

… 

【
シ
ギ
科
】

　
漢
字
で
は
、「
灰
色
鰭
足
鷸
」
と

書
く
。
こ
ち
ら
も
文
字
通
り
「
体
が

灰
色
で
鰭
の
あ
る
足
を
も
っ
た
シ

ギ
」の
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、灰
色
は
、

冬
羽
で
あ
る
。
夏
羽
は
、
体
の
大
部

分
が
赤
褐
色
に
変
化
す
る
。
冬
羽
が

種
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

　
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ
の
仲
間
は
、
繁
殖

期
の
雌
雄
の
役
割
が
一
般
種
と
は
逆

で
、
夏
羽
は
メ
ス
の
方
が
オ
ス
よ
り

鮮
や
か
で
美
し
い
。
こ
の
仲
間
は
、

足
の
指
に
ヒ
レ
が
あ
り
水
面
を
泳
い

で
採
餌
す
る
。
特
に
本
種
は
、
海
洋

性
の
鳥
で
沖
合
に
生
息
し
、
通
常
は
、

旅
鳥
と
し
て
沖
合
を
通
過
す
る
。
海

が
荒
れ
た
り
す
る
と
、
北
浦
等
に
飛

来
す
る
こ
と
も
あ
る
が
数
は
少
な
い
。

川
　
又
　
利
　
彦

「
四
季
」

　
一
年
を
通
し
て
、
季
節
毎
に
行
事
な
ど

も
含
め
ど
ん
な
事
が
あ
っ
た
か
思
い
出

し
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
っ
て
作
品

を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
保
育
園
　

４
才
児

「
笑
顔
の
木
」

　
一
人
の
手
は
小
さ
な
手
だ
け
ど
、
み
ん

な
の
手
が
集
ま
れ
ば
こ
ん
な
に
素
敵
な

も
の
に
な
る
ん
だ
ね
。
手
と
手
を
取
り

合
っ
て
素
敵
な
笑
顔
を
咲
か
せ
よ
う
…
♪

　
　
　
　
あ
か
つ
き
保
育
園き

り
ん
組

　
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、絵
を
と
お
し
て
福
祉
の「
め
」を
育
む
こ
と
も

大
切
な
事
で
す
。

　
市
内
の
保
育
所（
園
）や
幼
稚
園
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ひ
れ
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日
向
寺

　和

　男
（
上
幡
木
）

亀

　山

　
　
　彰
（
箕

　輪
）

北

　澤

　
　
　洋
（
樅

　山
）

大

　庭

　作

　蔵
（
上
冨
田
）

植

　田

　勇

　治
（
樅

　山
）

寺

　西

　照

　雄
（
上
幡
木
）

藤

　枝

　礼

　子
（
鳥

　栖
）

野

　村

　達

　也
（
徳

　宿
）

渡

　辺

　千
嘉
子
（
鳥

　栖
）

田

　山

　敏

　弘
（
鉾

　田
）

田

　口

　惣

　衛
（
飯

　名
）

高

　栖

　美
佐
子
（
烟

　田
）

風

　間

　
　
　守
（
中

　居
）

磯

　山

　博

　信
（
安

　房
）

山

　口

　泰

　子
（
徳

　宿
）

眞

　家

　吉

　市
（
借

　宿
）

遠

　藤

　忠

　弘
（
勝

　下
）

風

　間

　捷

　雄
（
中

　居
）

大

　津

　博

　史
（
徳

　宿
）

米

　川

　正

　典
（
子

　生
）

上

　野

　忠

　良
（
梶

　山
）

小

　沼

　孝

　広
（
勝

　下
）

長

　峯

　
　
　裕
（
上
冨
田
）

髙

　正

　孝

　行
（
串

　挽
）

横

　田

　廣

　夫
（
安

　房
）

市

　村

　は
つ
ゑ
（
飯

　名
）

福

　田

　ひ
ろ
み
（
烟

　田
）

簗

　場

　吉

　法
（
荒

　地
）

中

　島

　庸

　介
（
塔
ケ
崎
）

竹

　内

　武

　夫
（
造

　谷
）

関

　根

　源

　三
（
上

　釜
）

塙

　
　
　す
み
子
（
青

　柳
）

梶

　山

　知
英
子
（
梶

　山
）

生
井
澤

　澄

　夫
（
玉

　田
）

◎ 

長

　峯

　
　
　薫
（
塔
ケ
崎
）

○ 

平

　沼

　政

　義
（
滝

　浜
）

飯

　塚

　經

　廣
（
大

　竹
）

菅

　谷

　與
志
雄
（
上

　沢
）

大

　庭

　作

　蔵
（
上
冨
田
）

北

　澤

　
　
　洋
（
樅

　山
）

亀

　山

　
　
　彰
（
箕

　輪
）

藤

　枝

　礼

　子
（
鳥

　栖
）

飯

　島

　武

　夫
（
汲

　上
）

中

　山

　太
喜
子
（
徳

　宿
）

米

　川

　正

　典
（
子

　生
）

梶

　山

　知
英
子
（
梶

　山
）

田

　山

　敏

　弘
（
鉾

　田
）

◎ 

中

　島

　庸

　介
（
塔
ケ
崎
）

○ 

田

　島

　隆

　勝
（
鉾

　田
）

関

　
　
　俊

　夫
（
箕

　輪
）

榊

　原

　と
き
子
（
安

　房
）

小

　室

　紀

　代
（
二
重
作
）

小

　沼

　多
恵
子
（
鉾

　田
）

新

　堀

　正

　子
（
菅
野
谷
）

飯

　島

　聰

　子
（
汲

　上
）

藤

　枝

　礼

　子
（
鳥

　栖
）

平

　沼

　和

　栄
（
大

　竹
）

加

　藤

　き

　よ
（
常

　盤
）

大

　山

　正

　子
（
安

　房
）

中

　根

　智
惠
子
（
江

　川
）

井

　郷

　
　
　實
（
汲

　上
）

　
　
　
　
　
　

会

　長

　鬼

　沢

　保

　平
（
借

　宿
）

副
会
長

　山

　口

　
　
　德
（
徳

　宿
）

〃

　
　平

　沼

　政

　義
（
滝

　浜
）

理

　事

　中

　山

　太
喜
子
（
徳

　宿
）

飯

　島

　行

　雄
（
造

　谷
）

荒

　野

　吉

　生
（
鉾

　田
）

菅

　谷

　與
志
雄
（
上

　沢
）

小
松
﨑

　
　
　明
（
安

　塚
）

大

　槻

　た
み
子
（
当

　間
）

大

　貫

　
　
　誠
（
柏

　熊
）

青

　野

　正

　男
（
鉾

　田
）

長

　峯

　
　
　薫
（
塔
ケ
崎
）

飯

　島

　武

　夫
（
汲

　上
）

長

　洲

　建

　男
（
箕

　輪
）

常
務
理
事

　岡

　崎

　正

　元
（
青

　柳
）

渡

　部

　啓

　一
（
鹿

　田
）

小

　島

　
　
　泱
（
青

　柳
）

箕

　輪

　明

　男
（
中

　居
）

岩

　間

　勝

　栄
（
勝

　下
）

米

　川

　宗

　司
（
沢

　尻
）

倉

　川

　陽

　好
（

　札

　）

飯

　塚

　經

　廣
（
大

　竹
）

大

　盛

　弘

　子
（
樅

　山
）

渡

　辺

　信

　子
（
鉾

　田
）

理

　
　事

監

　
　事

評
議
員

鉾
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
委
員

鉾
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
委
員

企
画
財
政
委
員
会

企
画
財
政
委
員
会

調
査
広
報
委
員
会

調
査
広
報
委
員
会

◎ 

簗

　場

　吉

　法
（
荒

　地
）

○ 

高

　栖

　美
佐
子
（
烟

　田
）

関

　根

　源

　三
（
上

　釜
）

山

　口

　泰

　子
（
徳

　宿
）

大

　槻

　た
み
子
（
当

　間
）

長

　峯

　正

　俊
（
串

　挽
）

上
吉
原

　由
紀
江
（
箕

　輪
）

飯

　島

　節

　子
（
大

　蔵
）

細

　野

　良

　治
（
飯

　島
）

磯

　山

　博

　信
（
安

　房
）

◎ 

飯

　塚

　經

　廣
（
大

　竹
）

○ 

大

　貫

　
　
　誠
（
柏

　熊
）

竹

　内

　武

　夫
（
造

　谷
）

風

　間

　
　
　守
（
中

　居
）

横

　田

　廣

　夫
（
安

　房
）

上

　野

　忠

　良
（
梶

　山
）

磯

　野

　榮

　佐
（
烟

　田
）

福

　田

　ひ
ろ
み
（
烟

　田
）

門

　倉

　榮

　子
（
舟

　木
）

勢

　子

　政

　義

　（
梶

　山
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

と
も
え
荘
運
営
委
員
会

と
も
え
荘
運
営
委
員
会

会　長

鬼 沢 保 平
委員長

長　峯　　薫

企
画
財
政
委
員
会

委員長

中 島 庸 介

調
査
広
報
委
員
会

委員長

簗 場 吉 法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

委員長

飯 塚 經 廣

と
も
え
荘
運
営
委
員
会

社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容

第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！

基本理念 「一人ひとりが主役となり、ともにつくる、ふれあいとささえあいのまち・ほこた」
平成26年度から平成30年度までの5年間の方向性や取り組みを示す計画です。

社協ではさまざまな福祉の課題に対して行政と連携し、柔軟な取り組みに対応することにより、
次の基本目標に向けて地域福祉の推進を図ります。

気 づ く → 地域や健康、福祉について一人ひとりが考える機会を確保する。
育 て る → 地域で活動する人材や組織を育成する。
つなげる → 地域での相互交流の活性化を図る。
支え合う → 適切なサービス利用促進を図る。

基本目標1
基本目標2
基本目標3
基本目標4

◎ 委員長 ○ 副委員長

※活動計画の本編及び概要版は、社協のホームページ及び社協本所支所等で閲覧が可能です。

✿ 広報紙の発行 ✿ ホームページの運営

✿ 社会福祉大会事業

✿ 会員の加入促進 ✿ 赤い羽根共同募金運動

✿ 善意銀行の運営

✿ ボランティアスキルアップ講座

✿ ボランティア専門講座

✿ 福祉体験支援事業

✿ 福祉作文コンクール事業

✿ 星空映画会事業

✿ ファミリーサポートセンター事業

✿ ウェルフェアサマースクール

✿ スマイルフェスティバルＩＮほこた

✿ 地域活動支援センター「のぞみ」「スマイルハウス」運営

✿ 車いす等貸出事業 

✿ 介護用品支給事業

✿ ひとり暮らし高齢者サロン事業

✿ 高齢者の健康づくり推進事業

✿ 新入学児童祝金事業

✿ 緊急食材貸付支援事業 ✿ 緊急入院時用具支給事業

✿ 生活福祉資金貸付事業

✿ 心配ごと相談事業 ✿ 日常生活自立支援事業

✿ 地域福祉活動推進費助成事業 ✿ 老人福祉センター運営事業

✿ 居宅介護支援事業

✿ 訪問介護事業

✿ 指定特定相談支援事業

周知・啓発事業

障害者福祉推進事業

高齢者福祉推進事業

母子・父子家庭福祉推進事業
ボランティアの育成と活動推進事業

介護保険・障害者総合支援等事業

自主財源の確保

児童福祉推進事業

低所得者福祉推進事業

地域・在宅福祉推進事業

平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算

収入合計
261,989
（単位：千円）

会費  14,000
前期末支払資金  5,000

事業収入  9,401負担金  660

障害者福祉
サービス事業
5,084

介護保健事業
41,898

補助金
79,251

受託金
50,964

利用料
6,712

雑収入等
149

積立資産取崩
17,406

事業区分間繰入
11,287

拠点区分間繰入
4,007

サービス区分間繰入  16,170

支出合計
261,989
（単位：千円）

地域福祉事業
116,132

受託事業
18,184

指定管理事業
29,431

ともえ荘売店事業
5,906

善意銀行事業
3,308

介護保険事業
67,155

障害者福祉
サービス事業
21,873
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日
向
寺

　和

　男
（
上
幡
木
）

亀

　山

　
　
　彰
（
箕

　輪
）

北

　澤

　
　
　洋
（
樅

　山
）

大

　庭

　作

　蔵
（
上
冨
田
）

植

　田

　勇

　治
（
樅

　山
）

寺

　西

　照

　雄
（
上
幡
木
）

藤

　枝

　礼

　子
（
鳥

　栖
）

野

　村

　達

　也
（
徳

　宿
）

渡

　辺

　千
嘉
子
（
鳥
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）

田
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　敏

　弘
（
鉾

　田
）

田

　口

　惣

　衛
（
飯

　名
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高

　栖

　美
佐
子
（
烟

　田
）

風
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　守
（
中
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）

磯
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　信
（
安

　房
）

山

　口

　泰

　子
（
徳

　宿
）

眞
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（
借
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）

遠
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（
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）
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（
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　居
）

大

　津

　博

　史
（
徳

　宿
）

米
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　正

　典
（
子

　生
）

上

　野

　忠

　良
（
梶

　山
）

小

　沼

　孝

　広
（
勝

　下
）

長

　峯

　
　
　裕
（
上
冨
田
）

髙

　正

　孝

　行
（
串

　挽
）

横

　田

　廣

　夫
（
安

　房
）

市

　村

　は
つ
ゑ
（
飯

　名
）

福

　田

　ひ
ろ
み
（
烟

　田
）

簗

　場

　吉

　法
（
荒

　地
）

中

　島

　庸

　介
（
塔
ケ
崎
）

竹

　内

　武

　夫
（
造

　谷
）

関
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　源

　三
（
上

　釜
）

塙

　
　
　す
み
子
（
青

　柳
）

梶

　山

　知
英
子
（
梶

　山
）

生
井
澤

　澄

　夫
（
玉

　田
）

◎ 

長

　峯

　
　
　薫
（
塔
ケ
崎
）

○ 

平

　沼

　政

　義
（
滝

　浜
）

飯

　塚
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（
大
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（
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（
汲
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）

　
　
　
　
　
　

会

　長

　鬼

　沢

　保

　平
（
借

　宿
）

副
会
長

　山

　口

　
　
　德
（
徳

　宿
）
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　平
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滝
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）

理
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（
当
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）

大
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　誠
（
柏
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）
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（
鉾

　田
）

長
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（
塔
ケ
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）

飯
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（
汲

　上
）

長
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（
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）
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）
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）
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）
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（
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）

磯
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）
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）
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大
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）
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）
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（
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）
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（
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）

上
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（
梶

　山
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）
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ろ
み
（
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）
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運
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会
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も
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荘
運
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会

会　長

鬼 沢 保 平
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企
画
財
政
委
員
会

委員長
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査
広
報
委
員
会
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簗 場 吉 法

ボ
ラ
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委
員
会

委員長

飯 塚 經 廣
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も
え
荘
運
営
委
員
会

社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容社会福祉協議会が取り組む主な活動内容

第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！第2次鉾田市地域福祉活動計画を策定しました！！

基本理念 「一人ひとりが主役となり、ともにつくる、ふれあいとささえあいのまち・ほこた」
平成26年度から平成30年度までの5年間の方向性や取り組みを示す計画です。

社協ではさまざまな福祉の課題に対して行政と連携し、柔軟な取り組みに対応することにより、
次の基本目標に向けて地域福祉の推進を図ります。

気 づ く → 地域や健康、福祉について一人ひとりが考える機会を確保する。
育 て る → 地域で活動する人材や組織を育成する。
つなげる → 地域での相互交流の活性化を図る。
支え合う → 適切なサービス利用促進を図る。

基本目標1
基本目標2
基本目標3
基本目標4

◎ 委員長 ○ 副委員長

※活動計画の本編及び概要版は、社協のホームページ及び社協本所支所等で閲覧が可能です。

✿ 広報紙の発行 ✿ ホームページの運営

✿ 社会福祉大会事業

✿ 会員の加入促進 ✿ 赤い羽根共同募金運動

✿ 善意銀行の運営

✿ ボランティアスキルアップ講座

✿ ボランティア専門講座

✿ 福祉体験支援事業

✿ 福祉作文コンクール事業

✿ 星空映画会事業

✿ ファミリーサポートセンター事業

✿ ウェルフェアサマースクール

✿ スマイルフェスティバルＩＮほこた

✿ 地域活動支援センター「のぞみ」「スマイルハウス」運営

✿ 車いす等貸出事業 

✿ 介護用品支給事業

✿ ひとり暮らし高齢者サロン事業

✿ 高齢者の健康づくり推進事業

✿ 新入学児童祝金事業

✿ 緊急食材貸付支援事業 ✿ 緊急入院時用具支給事業

✿ 生活福祉資金貸付事業

✿ 心配ごと相談事業 ✿ 日常生活自立支援事業

✿ 地域福祉活動推進費助成事業 ✿ 老人福祉センター運営事業

✿ 居宅介護支援事業

✿ 訪問介護事業

✿ 指定特定相談支援事業

周知・啓発事業

障害者福祉推進事業

高齢者福祉推進事業

母子・父子家庭福祉推進事業
ボランティアの育成と活動推進事業

介護保険・障害者総合支援等事業

自主財源の確保

児童福祉推進事業

低所得者福祉推進事業

地域・在宅福祉推進事業

平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算平成26年度 鉾田市社会福祉協議会予算

収入合計
261,989
（単位：千円）

会費  14,000
前期末支払資金  5,000

事業収入  9,401負担金  660

障害者福祉
サービス事業
5,084

介護保健事業
41,898

補助金
79,251

受託金
50,964

利用料
6,712

雑収入等
149

積立資産取崩
17,406

事業区分間繰入
11,287

拠点区分間繰入
4,007

サービス区分間繰入  16,170

支出合計
261,989
（単位：千円）

地域福祉事業
116,132

受託事業
18,184

指定管理事業
29,431

ともえ荘売店事業
5,906

善意銀行事業
3,308

介護保険事業
67,155

障害者福祉
サービス事業
21,873
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　総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
福

祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
に
は
福
祉
と
い
う
も

の
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
体
験
活
動
な
ど
を
通
し

て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　学
校
で
行
わ
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン

ト
シ
ニ
ア
体
験
で
は
、
体
に
重
り

や
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
、
体
が
不

自
由
な
状
態
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
た
り
前
の
よ
う
に
で
き

て
い
た
こ
と
が
思
う
よ
う
に
で
き

ず
、
心
細
い
気
持
ち
に
な
り
、
自

分
が
こ
う
い
う
状
態
に
な
っ
た
ら

と
考
え
る
と
、
こ
わ
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
体
験
の
中
で
、
困
っ
た

人
が
い
た
ら
進
ん
で
助
け
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　次
に
、
福
祉
施
設
を
訪
問
し
ま

し
た
。
施
設
の
お
年
寄
り
の
方
々

は
、
体
が
不
自
由
な
方
も
多
く
、

車
い
す
を
使
わ
れ
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
が
強
く

心
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
み
な
さ
ん

の
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
、

一
番
幸
せ
な
こ
と
は
何
か
聞
い
て

み
る
と
、「
こ
こ
に
い
ら
れ
る
こ

と
」「
仲
間
と
会
話
で
き
る
こ
と
」

「
介
護
士
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い

食
事
が
で
き
る
こ
と
」
な
ど
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
会
話
や
食
事

は
、
私
に
と
っ
て
普
通
の
こ
と
。

車
い
す
も
、
介
護
士
さ
ん
の
手
助

け
も
必
要
な
い
し
…
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
普
通
の
こ
と
が
、
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
は
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。

　学
校
で
、
福
祉
の
意
味
に
つ
い

て
調
べ
ま
し
た
。
福
祉
と
は
、
人

が
幸
せ
に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。
そ
し
て
、
幸

せ
と
は
、
食
事
や
会
話
、
学
習
な

ど
、
私
た
ち
が
あ
た
り
前
の
よ
う

に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
あ
た
り
前
の
よ
う

に
で
き
な
い
か
ら
、
様
々
な
手
助

け
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
よ
り
よ
い
社
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
福
祉
な
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
私
に
も
福
祉
は

必
要
な
こ
と
で
す
。
私
は
、
今
ま

で
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
方
や
介

護
を
受
け
て
い
る
方
を
見
る
と
、

「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ
た
り
前
の

よ
う
に
生
き
る
た
め
に
、
必
要

だ
か
ら
福
祉
を
受
け
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
は
、
介
護
士
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
が
で
き
た
の

で
、
相
手
の
方
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
体
が
不
自
由
な
人
が
、

ど
の
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
事
で
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
福
祉

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　今
ま
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
達

に
会
う
と
、
ど
う
し
よ
う
、
ど
う

や
っ
て
話
を
し
よ
う
と
ま
よ
っ
た

り
、
結
局
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て

し
ま
っ
た
り
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
目
の
前
に
待
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
ど
う
し
た
の
か
な
。

何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
な
と

考
え
、
す
ぐ
に
話
し
か
け
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
て
障
害

の
あ
る
人
に
は
、
そ
ん
な
事
が
自

然
に
で
き
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
と
は

ち
が
う
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
、

ま
ち
が
っ
て
い
る
事
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

　あ
る
本
の
中
で
障
害
の
あ
る
人

が
、

「
体
が
不
自
由
な
人
は
、
周
り
に

助
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
出
来
な

い
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
、

自
分
の
思
い
や
、
し
て
ほ
し
い
事

を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
事
は
で
き
る
。

で
も
、
い
ざ
外
出
し
た
際
に
、
だ

れ
か
に
何
か
を
た
の
ん
だ
時
の
い

ろ
い
ろ
な
反
応
を
思
う
と
、
言
い

出
せ
な
い
と
き
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
気
持
ち
よ
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
人
も
い
る
。
そ
ん
な
人
に
出
会

う
と
感
謝
の
気
持
ち
が
出
て
く
る
。

で
も
中
に
は
、
い
や
と
い
う
気
持

ち
が
顔
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
人

青柳小　5年

真 家 智 恵

福
祉
に
つ
い
て

　
　
　学
ん
だ
こ
と

体
験
か
ら

　
　学
ん
だ
こ
と

白鳥西小　6年

大 槻 舞 織

福
祉
に
つ
い
て

も
い
る
。
そ
ん
な
時
は
と
て
も
悲

し
く
な
る
ん
だ
。
だ
け
ど
、
思
い

を
伝
え
る
事
は
、
と
て
も
大
切

な
ん
だ
よ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
を
少
し
で
も
や
わ

ら
げ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　人
は
、
困
難
に
あ
た
る
と
、
お

た
が
い
に
助
け
合
い
、
は
げ
ま
し

合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
ふ
つ

う
の
生
活
で
は
、
そ
れ
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
出
来
て
い
て
も
、
そ

の
人
が
障
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
、
深
く
考
え
て
構
え
て
し
ま
い

ま
す
。
や
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
自

分
が
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
対

し
て
上
か
ら
目
線
で
見
て
し
ま
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　人
間
は
み
な
同
じ
で
す
。
障
害

が
あ
る
人
も
な
い
人
も
関
係
な
く

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

野友小　5年

根 本 太 貴

福
祉
体
験
を

　
　
　通
し
て

串挽小　5年

髙 野 晴 光

ら
い
ま
し
た
が
、
車
い
す
は
と
て

も
重
く
、
四
人
が
か
り
で
も
大
変

そ
う
で
し
た
。
は
じ
め
は
、
落
ち

て
し
ま
い
そ
う
で
不
安
で
し
た
が
、

真
剣
な
表
情
で
車
い
す
を
持
ち
上

げ
て
く
れ
る
友
達
を
見
て
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
車
い
す
の
人
を
見
か

け
た
ら
、
何
が
で
き
る
の
か
考
え

て
行
動
に
移
し
た
い
で
す
。

　二
つ
目
の
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
で

は
、
よ
く
知
っ
て
い
る
学
校
の
中

で
も
、
目
が
見
え
な
い
と
ど
こ
に

い
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
く
な
り
、

つ
え
で
探
り
な
が
ら
歩
く
の
は
本

当
に
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
と

き
は
、
先
に
何
が
あ
る
の
か
の
説

明
や
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
よ
」

と
い
う
優
し
い
声
か
け
に
よ
っ
て

不
安
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　三
つ
目
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ

ア
体
験
で
は
、
見
え
に
く
く
な
る

ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
、
手
足
に
は
お

も
り
を
つ
け
ま
し
た
。
階
段
を
上

ろ
う
と
し
た
ら
、
体
が
重
く
足
下

も
ぼ
や
け
て
し
ま
い
大
変
で
し
た
。

手
足
が
不
自
由
な
人
は
こ
ん
な
に

も
不
便
さ
を
感
じ
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ

く
の
祖
父
は
、
以
前
、
階
段
を
ふ

み
外
し
両
腕
を
骨
折
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
筋

力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
。
退
院
後
も
洋
服
の

ぬ
ぎ
着
や
食
事
な
ど
の
介
助
が
必

要
で
、
と
て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。

そ
の
頃
の
ぼ
く
は
、
祖
父
が
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
と
き
、

母
に
知
ら
せ
る
こ
と
く
ら
い
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ぼ
く
は
、
福
祉
体
験
を
し
た
こ

と
で
、
初
め
て
、
体
が
不
自
由
な

人
や
高
齢
者
の
行
動
面
や
精
神
面

で
の
大
変
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
も
っ
と
祖
父
の
手
助
け
を
す

る
と
と
も
に
、
町
で
困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
声
を

か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
の
方
が
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
福
祉
の
学
習
で
イ
ン
ス
タ

ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
を
し
て
か
ら
、

少
し
ず
つ
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　こ
の
体
験
は
、
体
に
い
ろ
い
ろ

な
物
を
つ
け
、
お
年
寄
り
の
方
の

体
と
似
た
よ
う
な
体
験
を
す
る
も

の
で
す
。
校
舎
の
中
を
回
り
ま
し

た
が
、
む
ず
か
し
い
こ
と
や
、
危

険
な
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

　ま
ず
階
段
で
す
。
い
つ
も
は
何

の
苦
労
も
な
く
上
り
下
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
ひ
ざ
が
曲
が
ら
な
い

よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
う

ま
く
あ
が
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
足

首
に
お
も
り
が
つ
い
て
い
る
の
で

足
が
あ
が
ら
ず
、
た
ま
に
落
ち
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の

方
は
、
階
段
を
の
ぼ
る
の
に
と
て

も
苦
労
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　黒
板
に
書
い
て
あ
る
字
を
読
む

時
も
大
変
で
し
た
。
い
つ
も
な
ら

か
ん
た
ん
に
読
め
る
の
に
、
ゴ
ー

グ
ル
を
し
て
い
る
た
め
近
く
ま
で

寄
っ
て
い
っ
て
も
ぼ
ん
や
り
と
見

え
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
、
色
の

区
別
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
の
他
に
も
、
図
書
室
で
本
を

読
も
う
と
し
ま
し
た
が
、
指
に

テ
ー
プ
が
ま
い
て
あ
る
の
で
う
ま

く
ペ
ー
ジ
が
め
く
れ
ま
せ
ん
。
水

道
の
水
で
手
を
洗
っ
て
み
ま
し
た

が
、
冷
た
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
も

し
、
こ
れ
が
熱
湯
だ
っ
た
ら
と
思

う
と
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
体
育
館

に
も
ど
っ
て
き
た
時
に
は
、
つ
か

れ
て
ぐ
っ
た
り
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　こ
の
体
験
を
通
し
て
分
か
っ
た

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　一
つ
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
生

活
が
と
て
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
ぼ
く
に
と
っ
て
は
何
げ
な

い
動
作
が
不
便
で
つ
か
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　も
う
一
つ
は
、
生
活
し
て
い
て

不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
階
段
か
ら
落
ち
そ
う

に
な
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
中
で

生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
生

活
の
大
変
さ
や
不
安
な
気
持
ち
を

ど
う
に
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
に
何
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
お
年
寄

り
の
方
に
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
声
を
か

け
、
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

で
き
た
な
ら
…
。
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
体

の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
た
め
、
三
つ
の
福
祉
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　一
つ
目
は
車
い
す
体
験
で
す
。

タ
イ
ヤ
を
う
ま
く
動
か
す
こ
と
が

で
き
ず
、
せ
ま
い
道
や
ぬ
か
る
ん

だ
場
所
で
は
進
む
の
が
困
難
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
階

段
で
は
、
友
達
に
持
ち
上
げ
て
も
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　総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
福

祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
に
は
福
祉
と
い
う
も

の
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
体
験
活
動
な
ど
を
通
し

て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　学
校
で
行
わ
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン

ト
シ
ニ
ア
体
験
で
は
、
体
に
重
り

や
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
、
体
が
不

自
由
な
状
態
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
た
り
前
の
よ
う
に
で
き

て
い
た
こ
と
が
思
う
よ
う
に
で
き

ず
、
心
細
い
気
持
ち
に
な
り
、
自

分
が
こ
う
い
う
状
態
に
な
っ
た
ら

と
考
え
る
と
、
こ
わ
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
体
験
の
中
で
、
困
っ
た

人
が
い
た
ら
進
ん
で
助
け
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　次
に
、
福
祉
施
設
を
訪
問
し
ま

し
た
。
施
設
の
お
年
寄
り
の
方
々

は
、
体
が
不
自
由
な
方
も
多
く
、

車
い
す
を
使
わ
れ
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
が
強
く

心
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
み
な
さ
ん

の
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
、

一
番
幸
せ
な
こ
と
は
何
か
聞
い
て

み
る
と
、「
こ
こ
に
い
ら
れ
る
こ

と
」「
仲
間
と
会
話
で
き
る
こ
と
」

「
介
護
士
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い

食
事
が
で
き
る
こ
と
」
な
ど
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
会
話
や
食
事

は
、
私
に
と
っ
て
普
通
の
こ
と
。

車
い
す
も
、
介
護
士
さ
ん
の
手
助

け
も
必
要
な
い
し
…
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
普
通
の
こ
と
が
、
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
は
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。

　学
校
で
、
福
祉
の
意
味
に
つ
い

て
調
べ
ま
し
た
。
福
祉
と
は
、
人

が
幸
せ
に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。
そ
し
て
、
幸

せ
と
は
、
食
事
や
会
話
、
学
習
な

ど
、
私
た
ち
が
あ
た
り
前
の
よ
う

に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
あ
た
り
前
の
よ
う

に
で
き
な
い
か
ら
、
様
々
な
手
助

け
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
よ
り
よ
い
社
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
福
祉
な
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
私
に
も
福
祉
は

必
要
な
こ
と
で
す
。
私
は
、
今
ま

で
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
方
や
介

護
を
受
け
て
い
る
方
を
見
る
と
、

「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ
た
り
前
の

よ
う
に
生
き
る
た
め
に
、
必
要

だ
か
ら
福
祉
を
受
け
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
は
、
介
護
士
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
が
で
き
た
の

で
、
相
手
の
方
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
体
が
不
自
由
な
人
が
、

ど
の
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
事
で
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
福
祉

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　今
ま
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
達

に
会
う
と
、
ど
う
し
よ
う
、
ど
う

や
っ
て
話
を
し
よ
う
と
ま
よ
っ
た

り
、
結
局
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て

し
ま
っ
た
り
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
目
の
前
に
待
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
ど
う
し
た
の
か
な
。

何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
な
と

考
え
、
す
ぐ
に
話
し
か
け
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
て
障
害

の
あ
る
人
に
は
、
そ
ん
な
事
が
自

然
に
で
き
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
と
は

ち
が
う
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
、

ま
ち
が
っ
て
い
る
事
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

　あ
る
本
の
中
で
障
害
の
あ
る
人

が
、

「
体
が
不
自
由
な
人
は
、
周
り
に

助
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
出
来
な

い
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
、

自
分
の
思
い
や
、
し
て
ほ
し
い
事

を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
事
は
で
き
る
。

で
も
、
い
ざ
外
出
し
た
際
に
、
だ

れ
か
に
何
か
を
た
の
ん
だ
時
の
い

ろ
い
ろ
な
反
応
を
思
う
と
、
言
い

出
せ
な
い
と
き
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
気
持
ち
よ
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
人
も
い
る
。
そ
ん
な
人
に
出
会

う
と
感
謝
の
気
持
ち
が
出
て
く
る
。

で
も
中
に
は
、
い
や
と
い
う
気
持

ち
が
顔
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
人

青柳小　5年

真 家 智 恵

福
祉
に
つ
い
て

　
　
　学
ん
だ
こ
と

体
験
か
ら

　
　学
ん
だ
こ
と

白鳥西小　6年

大 槻 舞 織

福
祉
に
つ
い
て

も
い
る
。
そ
ん
な
時
は
と
て
も
悲

し
く
な
る
ん
だ
。
だ
け
ど
、
思
い

を
伝
え
る
事
は
、
と
て
も
大
切

な
ん
だ
よ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
を
少
し
で
も
や
わ

ら
げ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　人
は
、
困
難
に
あ
た
る
と
、
お

た
が
い
に
助
け
合
い
、
は
げ
ま
し

合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
ふ
つ

う
の
生
活
で
は
、
そ
れ
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
出
来
て
い
て
も
、
そ

の
人
が
障
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
、
深
く
考
え
て
構
え
て
し
ま
い

ま
す
。
や
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
自

分
が
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
対

し
て
上
か
ら
目
線
で
見
て
し
ま
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　人
間
は
み
な
同
じ
で
す
。
障
害

が
あ
る
人
も
な
い
人
も
関
係
な
く

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

野友小　5年

根 本 太 貴

福
祉
体
験
を

　
　
　通
し
て

串挽小　5年

髙 野 晴 光

ら
い
ま
し
た
が
、
車
い
す
は
と
て

も
重
く
、
四
人
が
か
り
で
も
大
変

そ
う
で
し
た
。
は
じ
め
は
、
落
ち

て
し
ま
い
そ
う
で
不
安
で
し
た
が
、

真
剣
な
表
情
で
車
い
す
を
持
ち
上

げ
て
く
れ
る
友
達
を
見
て
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
車
い
す
の
人
を
見
か

け
た
ら
、
何
が
で
き
る
の
か
考
え

て
行
動
に
移
し
た
い
で
す
。

　二
つ
目
の
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
で

は
、
よ
く
知
っ
て
い
る
学
校
の
中

で
も
、
目
が
見
え
な
い
と
ど
こ
に

い
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
く
な
り
、

つ
え
で
探
り
な
が
ら
歩
く
の
は
本

当
に
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
と

き
は
、
先
に
何
が
あ
る
の
か
の
説

明
や
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
よ
」

と
い
う
優
し
い
声
か
け
に
よ
っ
て

不
安
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　三
つ
目
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ

ア
体
験
で
は
、
見
え
に
く
く
な
る

ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
、
手
足
に
は
お

も
り
を
つ
け
ま
し
た
。
階
段
を
上

ろ
う
と
し
た
ら
、
体
が
重
く
足
下

も
ぼ
や
け
て
し
ま
い
大
変
で
し
た
。

手
足
が
不
自
由
な
人
は
こ
ん
な
に

も
不
便
さ
を
感
じ
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ

く
の
祖
父
は
、
以
前
、
階
段
を
ふ

み
外
し
両
腕
を
骨
折
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
筋

力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
。
退
院
後
も
洋
服
の

ぬ
ぎ
着
や
食
事
な
ど
の
介
助
が
必

要
で
、
と
て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。

そ
の
頃
の
ぼ
く
は
、
祖
父
が
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
と
き
、

母
に
知
ら
せ
る
こ
と
く
ら
い
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ぼ
く
は
、
福
祉
体
験
を
し
た
こ

と
で
、
初
め
て
、
体
が
不
自
由
な

人
や
高
齢
者
の
行
動
面
や
精
神
面

で
の
大
変
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
も
っ
と
祖
父
の
手
助
け
を
す

る
と
と
も
に
、
町
で
困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
声
を

か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
の
方
が
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
福
祉
の
学
習
で
イ
ン
ス
タ

ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
を
し
て
か
ら
、

少
し
ず
つ
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　こ
の
体
験
は
、
体
に
い
ろ
い
ろ

な
物
を
つ
け
、
お
年
寄
り
の
方
の

体
と
似
た
よ
う
な
体
験
を
す
る
も

の
で
す
。
校
舎
の
中
を
回
り
ま
し

た
が
、
む
ず
か
し
い
こ
と
や
、
危

険
な
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

　ま
ず
階
段
で
す
。
い
つ
も
は
何

の
苦
労
も
な
く
上
り
下
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
ひ
ざ
が
曲
が
ら
な
い

よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
う

ま
く
あ
が
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
足

首
に
お
も
り
が
つ
い
て
い
る
の
で

足
が
あ
が
ら
ず
、
た
ま
に
落
ち
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の

方
は
、
階
段
を
の
ぼ
る
の
に
と
て

も
苦
労
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　黒
板
に
書
い
て
あ
る
字
を
読
む

時
も
大
変
で
し
た
。
い
つ
も
な
ら

か
ん
た
ん
に
読
め
る
の
に
、
ゴ
ー

グ
ル
を
し
て
い
る
た
め
近
く
ま
で

寄
っ
て
い
っ
て
も
ぼ
ん
や
り
と
見

え
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
、
色
の

区
別
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
の
他
に
も
、
図
書
室
で
本
を

読
も
う
と
し
ま
し
た
が
、
指
に

テ
ー
プ
が
ま
い
て
あ
る
の
で
う
ま

く
ペ
ー
ジ
が
め
く
れ
ま
せ
ん
。
水

道
の
水
で
手
を
洗
っ
て
み
ま
し
た

が
、
冷
た
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
も

し
、
こ
れ
が
熱
湯
だ
っ
た
ら
と
思

う
と
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
体
育
館

に
も
ど
っ
て
き
た
時
に
は
、
つ
か

れ
て
ぐ
っ
た
り
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　こ
の
体
験
を
通
し
て
分
か
っ
た

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　一
つ
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
生

活
が
と
て
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
ぼ
く
に
と
っ
て
は
何
げ
な

い
動
作
が
不
便
で
つ
か
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　も
う
一
つ
は
、
生
活
し
て
い
て

不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
階
段
か
ら
落
ち
そ
う

に
な
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
中
で

生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
生

活
の
大
変
さ
や
不
安
な
気
持
ち
を

ど
う
に
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
に
何
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
お
年
寄

り
の
方
に
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
声
を
か

け
、
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

で
き
た
な
ら
…
。
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
体

の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
た
め
、
三
つ
の
福
祉
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　一
つ
目
は
車
い
す
体
験
で
す
。

タ
イ
ヤ
を
う
ま
く
動
か
す
こ
と
が

で
き
ず
、
せ
ま
い
道
や
ぬ
か
る
ん

だ
場
所
で
は
進
む
の
が
困
難
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
階

段
で
は
、
友
達
に
持
ち
上
げ
て
も
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鉾田市
ファミリーサポート
センター

善　 意 　品

福祉一般へ預託
●大盛　幹雄さん 50,000円

●新生会　代表　桐生芙佐代 
 69,303円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会
（2月分） 5,195円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会
（3月分） 3,366円

●鹿島灘海浜公園 3,708円

●匿　名 21,768円

福祉基金へ預託
●鉾田市女性連絡協議会 80,268円

●篠原　幸男さん ちりとり  8個

●旭地区民生委員児童委員協議会
 文房具（ボールペン、蛍光ペン、筆ペン等）

◎使用済み切手・テレホンカード
高塚　真樹子さん・菅谷　勲さん・

フロンティア鉾田春の場所・税務

課・健康増進課・福祉事務所・鉾田地

区民生委員児童委員協議会（2月）・

鉾田地区民生委員児童委員協議会

（3月）・茨城県土地開発公社・東関東

自動車道用地室・匿名

善　 意 　金

期間：1月11日～ 3月10日現在

多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう

※事前予約制

地区大会
参加者募集

●参加資格　市内在住で60歳
　　　　　　以上の健康な方
●参 加 費　２００円

※高齢者クラブ会員は、支
　部の高齢者クラブ連合会
　からお申込みください。

《鉾田地区大会》

鉾田市社会福祉協議会 旭 支 所　☎37-3571
鉾田本所　☎32-5831 大洋支所　☎34-5200問合せ・申込先 

日　時
場　所
種　目

申込締切

５月２９日（木）９：００～
鉾田総合公園
輪投げ・クロッケー・ペタンク・
ゲートボール・グラウンドゴルフ

５月１６日（金）

《大洋地区大会》
日　時

場　所
種　目

申込締切

５月１５日（木）９：００～
６月５日（木）９：００～
大洋運動公園
①（5 /15）グラウンドゴルフ・輪投げ
②（6 / 5）クロッケー・ペタンク
①５月７日（水）②５月２８日（水）

《旭地区大会》
日　時

場　所
種　目

申込締切

５月１４日（水）９：００～
５月２１日（水）９：００～
旭スポーツセンター
（5 / 14）グラウンドゴルフ・輪投げ・クロッケー
（5 / 21）ペタンク
５月２日（金）

鉾田中央公民館 大洋公民館学習等供用施設
地　　　区 鉾 田 地 区 旭　地　区 大 洋 地 区
開催場所

相　談　日 4/17・7/17

10/16・1/15

5/15・8/21

11/20・2/19

6/19・9/18

12/18・3/19
弁護士相談日は第３
木曜日に実施します。

　子育ての手助けをしてほしい方（利用会員）と子育
ての手助けができる方（協力会員）が会員となり、相
互援助活動を行います。

☆ 保育園・幼稚園等の送迎
☆ 保育園等の休園日等の預かり
☆ 保育園・幼稚園等の保育開始までと帰宅後の預かり
☆ 学童保育からの帰宅後の預かり
☆ 子どもの病気（軽度）時の預かり

心配ごと相談所を開設しています

鉾田市ファミリーサポートセンター会員募集
○ 鉾田市ファミリーサポートセンターとは…

○ 援助活動の内容

※各定員13名になり次第締め切りと
させていただきます。

○ 弁護士による無料相談です。
　（相談時間は15分）

○ 開設時間：
　 午前10時45分～午後3時00分

センターのしくみ 利用料金

基本活動日
月曜日～金曜日
午前７時～午後７時

基本活動日外
（年末年始は除く）

土・日・祝日
早朝・夜間

１時間あたり：700円

１時間あたり：800円

赤い羽根
共同募金
赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　社協だより47号「平成25年度赤い羽根共同募金運動」実績について報告

を行いましたがその後、追加がありましたので報告いたします。
戸別募金 ……… 9,163,250円
募金総額 ………12,336,298円

平成25年度　赤い羽根共同募金運動実績報告

利用会員 協力会員援助

登
録
・
依
頼

援
助
依
頼

登
録

報酬

●代 表 者：川高　康郷
●設　　立：平成２５年１２月２６日
●会 員 数：３名（会員募集中）
●活動場所：デイサービスセンター「坂本さんち」（大洋地区）

●活 動 日：月・１回 　第２木曜日
●活動内容：
市内施設「坂本さんち」を
訪問し、高齢者を対象に傾
聴活動を行っています。

　「声の広報」とは、視覚に障害のある方へ、市の「広報ほこた」、社会福祉協議会か
らの「社協だより」をボランティアの声でCDに録音し、郵送するサービスです。視覚
障害の手帳をお持ちの方が利用でき、料金はかかりません。ご家族やお友達で該当す
る方がいましたら、ぜひご利用をお勧め下さい。

詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。　TEL：32-5831

声の広報

　鉾
田
舞
踊
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
十
余
名
で

す
。
各
流
派
で
個
々
に
稽
古
を
し
な
が
ら

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
た

め
、
鉾
田
中
央
公
民
館
で
毎
月
第
一
・
第

三
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
音
頭
物
や
歌
謡
舞
踊
の
団
体
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。

　主
な
活
動
と
し
て
、
独
居
老
人
食
事
会
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
楽
し
み
会
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
納
涼
祭
、
ま
た
市
の
文
化

祭
、
市
民
舞
踊
祭
り
、
県
わ
く
わ
く
財
団

鹿
行
発
表
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　各
場
所
で
の
ふ
れ
あ
い
は
、「
あ
り
が

と
う
。
私
も
昔
踊
っ
て
た
よ
。」
と
手
を

握
り
返
さ
れ
、
長
い
人
生
を
歩
ん
で
来
た

方
々
か
ら
は
、
沢
山
の
も
の
を
学
び
、
貴

重
な
時
間
で
す
。
逆
に
元
気
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　研
修
面
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
、

県
芸
術
祭
各
流
発
表
会
、
会
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
会
、
各
地
域
の
発
表
会
、
こ
れ

も
流
派
を
問
わ
ず
、
舞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
舞
台
、
衣
装
と
目
の
保
養
を
兼
ね
て

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
会
員
の
増
加
が
切
実
な
望
み

で
す
。
是
非
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い

方
「
老
若
男
女
」
を
問
わ
ず
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　小
さ
な
出
会
い
が
多
く
の
人
た
ち
の
幸

せ
の
一
部
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

会
員
と
協
力
し
合
い
、
継
続
し
て
行
う
の

も
後
輩
へ
の
道
標
と
な
る
と
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

代
表

　福
田

　ひ
ろ
み

鉾
田
舞
踊
ク
ラ
ブ

・●●　　　　　　　　　　　　　●●・・●●　　　　　　　　　　　　　●●・

●代 表 者：横須賀　弘子
●設　　立：平成26年３月21日
●会 員 数：10名（講習会を修了した方）
●活動場所：鉾田市立図書館・鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所
●活 動 日：未定
●活動内容：
社協だよりをはじめ、録音
図書を作成し視覚障害の方へ声の情報をお届けしま
す。リクエスト本等がある場合も音訳いたします。

募集

第 48 号（７） 社　協　だ　よ　り 第 48 号 （６）社　協　だ　よ　り



鉾田市
ファミリーサポート
センター

善　 意 　品

福祉一般へ預託
●大盛　幹雄さん 50,000円

●新生会　代表　桐生芙佐代 
 69,303円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会
（2月分） 5,195円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会
（3月分） 3,366円

●鹿島灘海浜公園 3,708円

●匿　名 21,768円

福祉基金へ預託
●鉾田市女性連絡協議会 80,268円

●篠原　幸男さん ちりとり  8個

●旭地区民生委員児童委員協議会
 文房具（ボールペン、蛍光ペン、筆ペン等）

◎使用済み切手・テレホンカード
高塚　真樹子さん・菅谷　勲さん・

フロンティア鉾田春の場所・税務

課・健康増進課・福祉事務所・鉾田地

区民生委員児童委員協議会（2月）・

鉾田地区民生委員児童委員協議会

（3月）・茨城県土地開発公社・東関東

自動車道用地室・匿名

善　 意 　金

期間：1月11日～ 3月10日現在

多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう

※事前予約制

地区大会
参加者募集

●参加資格　市内在住で60歳
　　　　　　以上の健康な方
●参 加 費　２００円

※高齢者クラブ会員は、支
　部の高齢者クラブ連合会
　からお申込みください。

《鉾田地区大会》

鉾田市社会福祉協議会 旭 支 所　☎37-3571
鉾田本所　☎32-5831 大洋支所　☎34-5200問合せ・申込先 

日　時
場　所
種　目

申込締切

５月２９日（木）９：００～
鉾田総合公園
輪投げ・クロッケー・ペタンク・
ゲートボール・グラウンドゴルフ

５月１６日（金）

《大洋地区大会》
日　時

場　所
種　目

申込締切

５月１５日（木）９：００～
６月５日（木）９：００～
大洋運動公園
①（5 /15）グラウンドゴルフ・輪投げ
②（6 / 5）クロッケー・ペタンク
①５月７日（水）②５月２８日（水）

《旭地区大会》
日　時

場　所
種　目

申込締切

５月１４日（水）９：００～
５月２１日（水）９：００～
旭スポーツセンター
（5 / 14）グラウンドゴルフ・輪投げ・クロッケー
（5 / 21）ペタンク
５月２日（金）

鉾田中央公民館 大洋公民館学習等供用施設
地　　　区 鉾 田 地 区 旭　地　区 大 洋 地 区
開催場所

相　談　日 4/17・7/17

10/16・1/15

5/15・8/21

11/20・2/19

6/19・9/18

12/18・3/19
弁護士相談日は第３
木曜日に実施します。

　子育ての手助けをしてほしい方（利用会員）と子育
ての手助けができる方（協力会員）が会員となり、相
互援助活動を行います。

☆ 保育園・幼稚園等の送迎
☆ 保育園等の休園日等の預かり
☆ 保育園・幼稚園等の保育開始までと帰宅後の預かり
☆ 学童保育からの帰宅後の預かり
☆ 子どもの病気（軽度）時の預かり

心配ごと相談所を開設しています

鉾田市ファミリーサポートセンター会員募集
○ 鉾田市ファミリーサポートセンターとは…

○ 援助活動の内容

※各定員13名になり次第締め切りと
させていただきます。

○ 弁護士による無料相談です。
　（相談時間は15分）

○ 開設時間：
　 午前10時45分～午後3時00分

センターのしくみ 利用料金

基本活動日
月曜日～金曜日
午前７時～午後７時

基本活動日外
（年末年始は除く）

土・日・祝日
早朝・夜間

１時間あたり：700円

１時間あたり：800円

赤い羽根
共同募金
赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　社協だより47号「平成25年度赤い羽根共同募金運動」実績について報告

を行いましたがその後、追加がありましたので報告いたします。
戸別募金 ……… 9,163,250円
募金総額 ………12,336,298円

平成25年度　赤い羽根共同募金運動実績報告

利用会員 協力会員援助

登
録
・
依
頼

援
助
依
頼

登
録

報酬

●代 表 者：川高　康郷
●設　　立：平成２５年１２月２６日
●会 員 数：３名（会員募集中）
●活動場所：デイサービスセンター「坂本さんち」（大洋地区）

●活 動 日：月・１回 　第２木曜日
●活動内容：
市内施設「坂本さんち」を
訪問し、高齢者を対象に傾
聴活動を行っています。

　「声の広報」とは、視覚に障害のある方へ、市の「広報ほこた」、社会福祉協議会か
らの「社協だより」をボランティアの声でCDに録音し、郵送するサービスです。視覚
障害の手帳をお持ちの方が利用でき、料金はかかりません。ご家族やお友達で該当す
る方がいましたら、ぜひご利用をお勧め下さい。

詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。　TEL：32-5831

声の広報

　鉾
田
舞
踊
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
十
余
名
で

す
。
各
流
派
で
個
々
に
稽
古
を
し
な
が
ら

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
た

め
、
鉾
田
中
央
公
民
館
で
毎
月
第
一
・
第

三
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
音
頭
物
や
歌
謡
舞
踊
の
団
体
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。

　主
な
活
動
と
し
て
、
独
居
老
人
食
事
会
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
楽
し
み
会
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
納
涼
祭
、
ま
た
市
の
文
化

祭
、
市
民
舞
踊
祭
り
、
県
わ
く
わ
く
財
団

鹿
行
発
表
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　各
場
所
で
の
ふ
れ
あ
い
は
、「
あ
り
が

と
う
。
私
も
昔
踊
っ
て
た
よ
。」
と
手
を

握
り
返
さ
れ
、
長
い
人
生
を
歩
ん
で
来
た

方
々
か
ら
は
、
沢
山
の
も
の
を
学
び
、
貴

重
な
時
間
で
す
。
逆
に
元
気
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　研
修
面
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
、

県
芸
術
祭
各
流
発
表
会
、
会
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
会
、
各
地
域
の
発
表
会
、
こ
れ

も
流
派
を
問
わ
ず
、
舞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
舞
台
、
衣
装
と
目
の
保
養
を
兼
ね
て

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
会
員
の
増
加
が
切
実
な
望
み

で
す
。
是
非
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い

方
「
老
若
男
女
」
を
問
わ
ず
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　小
さ
な
出
会
い
が
多
く
の
人
た
ち
の
幸

せ
の
一
部
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

会
員
と
協
力
し
合
い
、
継
続
し
て
行
う
の

も
後
輩
へ
の
道
標
と
な
る
と
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

代
表

　福
田

　ひ
ろ
み

鉾
田
舞
踊
ク
ラ
ブ

・●●　　　　　　　　　　　　　●●・・●●　　　　　　　　　　　　　●●・

●代 表 者：横須賀　弘子
●設　　立：平成26年３月21日
●会 員 数：10名（講習会を修了した方）
●活動場所：鉾田市立図書館・鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所
●活 動 日：未定
●活動内容：
社協だよりをはじめ、録音
図書を作成し視覚障害の方へ声の情報をお届けしま
す。リクエスト本等がある場合も音訳いたします。

募集

第 48 号（７） 社　協　だ　よ　り 第 48 号 （６）社　協　だ　よ　り
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二
月
二
十
七
日
（
木
）
鉾
田
市
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
鉾
田
総
合

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
高
齢
者
の
健
康
保
持
・

増
進
、
相
互
交
流
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
一
一
九
名
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
を
立
て
る
だ
け
な
の
で
、
ど
こ
で

も
プ
レ
イ
で
き
、
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、

１
ラ
ウ
ン
ド
８
ホ
ー
ル
と
手
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
た
め
、
高
齢
者
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
人
口
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
天
候
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
小
雨
が
降
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
選
手
の
方
々
は
真
剣

な
眼
差
し
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

三
十
三
名
の
選
手
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
し
、
各
ホ
ー
ル
か
ら
歓
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
３
ラ
ウ
ン
ド
計
24
ホ
ー
ル
を
プ
レ
イ

し
、
優
勝
ス
コ
ア
は
53
打
で
し
た
。
閉

会
式
で
は
入
賞
し
た
選
手
を
表
彰
し
盛

大
に
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
楽

し
く
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ね
ら
え
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
! !

ね
ら
え
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
! !

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
児
の
作
品

鉾田市社協
ホームページのお知らせ

社協では、福祉に関する活動を市民の皆さまにより理解していただくためホーム
ページを開設しています。ぜひ、閲覧してください。
URL http://www.hokotashakyo.or.jp （「鉾田市社会福祉協議会」で検索できます。）

季
節
の

た
よ
り

最
終
回

野
鳥
の
話

野
鳥
の
話

セ
イ
タ
カ
シ
ギ 

… 

【
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
科
】

　
漢
字
で
は
、「
丈
高
鷸
」
と
書
く
。

文
字
通
り
「
背
丈
の
高
い
シ
ギ
」
で

あ
る
。
写
真
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

脚
が
異
様
に
長
い
。
こ
の
長
い
脚
は
、

浅
瀬
な
ど
で
餌
を
捕
る
と
き
に
有
利

に
は
た
ら
く
。
ち
な
み
に
、
こ
の
長

く
て
細
い
脚
と
竹
馬
に
乗
っ
て
い
る

よ
う
な
歩
き
方
か
ら
、
本
種
の
英
名

は
、Stilt

（
竹
馬
）
で
あ
る
。
ま
た
、

学
名
（
ラ
テ
ン
語
表
記
の
世
界
共
通

名
称
）
も
、ギ
リ
シ
ャ
語
由
来
の
「
細

く
て
革
ひ
も
の
よ
う
な
脚
」
か
ら
命

名
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
異
様
に

長
い
脚
が
関
係
し
て
い
る
。

　
当
地
方
で
は
、
旅
鳥
と
し
て
北
浦

湖
畔
な
ど
の
水
辺
を
通
過
す
る
が
、

数
は
少
な
い
。

ハ
イ
イ
ロ
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ 

… 

【
シ
ギ
科
】

　
漢
字
で
は
、「
灰
色
鰭
足
鷸
」
と

書
く
。
こ
ち
ら
も
文
字
通
り
「
体
が

灰
色
で
鰭
の
あ
る
足
を
も
っ
た
シ

ギ
」の
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、灰
色
は
、

冬
羽
で
あ
る
。
夏
羽
は
、
体
の
大
部

分
が
赤
褐
色
に
変
化
す
る
。
冬
羽
が

種
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

　
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ
の
仲
間
は
、
繁
殖

期
の
雌
雄
の
役
割
が
一
般
種
と
は
逆

で
、
夏
羽
は
メ
ス
の
方
が
オ
ス
よ
り

鮮
や
か
で
美
し
い
。
こ
の
仲
間
は
、

足
の
指
に
ヒ
レ
が
あ
り
水
面
を
泳
い

で
採
餌
す
る
。
特
に
本
種
は
、
海
洋

性
の
鳥
で
沖
合
に
生
息
し
、
通
常
は
、

旅
鳥
と
し
て
沖
合
を
通
過
す
る
。
海

が
荒
れ
た
り
す
る
と
、
北
浦
等
に
飛

来
す
る
こ
と
も
あ
る
が
数
は
少
な
い
。

川
　
又
　
利
　
彦

「
四
季
」

　
一
年
を
通
し
て
、
季
節
毎
に
行
事
な
ど

も
含
め
ど
ん
な
事
が
あ
っ
た
か
思
い
出

し
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
っ
て
作
品

を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
保
育
園
　

４
才
児

「
笑
顔
の
木
」

　
一
人
の
手
は
小
さ
な
手
だ
け
ど
、
み
ん

な
の
手
が
集
ま
れ
ば
こ
ん
な
に
素
敵
な

も
の
に
な
る
ん
だ
ね
。
手
と
手
を
取
り

合
っ
て
素
敵
な
笑
顔
を
咲
か
せ
よ
う
…
♪

　
　
　
　
あ
か
つ
き
保
育
園き

り
ん
組

　
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、絵
を
と
お
し
て
福
祉
の「
め
」を
育
む
こ
と
も

大
切
な
事
で
す
。

　
市
内
の
保
育
所（
園
）や
幼
稚
園
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ひ
れ

第 48 号 （８）社　協　だ　よ　り


